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刺激或いは嫌悪刺激 と呼び、罰と同義に用いている。そ して、特定の反応に対 してこのよう
な刺激を呈示 し、その反応生起の確率の減少が起る手続 を、より厳密には罰と呼んでいる。









































戦 前 の 研 究
Muenzinger-Wischner論争 と そ の 実 験
正 反 応 に 対 す る 有 害 刺 激 呈 示 の 実 験 的 諸 研 究
Muenzinger,K.F.らの 研 究
Freeburne,C.M。ら の 研 究
Prince,A.1.の研 究
Lohr,T.F.の研 究
Wischner,G.J.らの 近 年 の 否 定 的 研 究


























































第1部 は第H部 の実験の為の基礎 となる展望を主とした。



















第5章 は、第2、3章 の諸研究が第 且部の我々の実験的研究と深 くかかわるものであるの


















実験2は 、実験1の 応用として、T型迷路で空腹のシロネズ ミに、明を積極刺激 とし、明
側で電撃呈示後報酬を与える条件で、正反応に対し30μAから徐々に60μAまで上昇させ、正
反応電撃の促進効果を見出し、これを諸仮説との関連から検討 した。
実験3は 、より強い電撃の逃 ・回避形成の基礎資料を得る目的及び 「抵抗法」についての
検討を含め、直線走路で不出発を測度に突然的に電撃を与える場合は、比較的低い電撃強度

























実験6、7、8は、100～240μA範囲の ピーク強度と、緩 ・急の上昇勾配を操作 して実験
を行い、緩よりもや 、急な勾配電撃に於てより促進的であり、電撃への感覚的順応として捉
えることは不適切で、電撃への運動反応の発達乃至は適応の生ずる電撃経験を与えること、
及び初めから突然 ピーク強度として用いた範囲の電撃(急 勾配の極限)或 いは1～2ス テッ
プでの急勾配電撃では、実験3の 結果と関連 して、回避を生ずることを明らかにした。

















易課題はより速 く、困難課題は有意 に遅 く学習 したが、錯誤数に関 して困難課題の場合、二











らの場合 この電撃は促進効果を生 じなか った。
実験14は、過程分析の都合上、実験15と共に弁別課題を白一灰弁別 とや＼困難にし、25強
化試行後、100、150、200μAを上限とする電撃を導入 し、150μA条件がこの課題条件下


































実験19は、鋭敏化仮説の拠 り所 とす る実験の追試的検討で、自発的に動物が電撃に立向っ
て目標箱に至 り餌を得る接近条件 と、電撃格子上に置かれて、電撃を逃れ餌を得 る回避条件
















た。然 しこの実験では遅延中の視覚手がかり刺激の呈示 ・不呈示による差は生 じなか った。































けに於ける促進効果の解釈には依然 として困難があることを指摘 した。結局どの仮説 も我々
の促進効果を見出した結果のすべてに亘 っては説明し得ないことを明らかにした。
我々は、促進効果の生ず る事態では、一方に飢えを解消 しようとす る緊張があり、他方に









「飢餓によ って動機づけられた動物に、その動因を充たす報酬に接近 して先行 し、手がか
り刺激 と軽度の徐 々に上昇す る有害刺激が呈示される場合、有害刺激への感覚的順応ならぬ
行動的適応が徐々に進められうるか、場の認知の分化に対応す る適切強度の有害刺激が呈示
される状況下に於ては、動物はその場の手がか り刺激に対 して敏感に反応 し、学習促進効果
を生ず る。その場合、特定の目標反応に対 してのみ有害刺激が呈示され ると、有害刺激その
ものも特定の目標反応の特殊な記号 とな り、記号一意味関係の知覚に効果的に影響する。」
文44
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は有害(嫌 悪)刺 激が学習に促進効果を及ぼす事実とその成立条件とを実験的手続
きを厳密化することによって確定することを目指 したものである。またこれは著者が約20年
余に亘 り累積 して来た実験的研究の成果を著者現在の到達点から統合 し、組織的に論述 した
ものである。
著者はまず、第1部 第1章 において、本課題を米国を中心 に展開 してい る行動論的学習
心理学の文脈の中に定位 し、その重要性を指摘する。即ち、学習を決定する複雑な要因のう
ち、動機づけに関係する機制はその最 も基本的な局面である。 しか しこの局面の研究は従来
動因や誘因条件の把握、それに結びついた賞の学習促進効果機制の実験分析に著るしく片寄













応の後ではな く、報酬に先行 した条件で行われた。また用語 として罰をさけ 「有害刺激」を



























第6章 は実験手続きその ものの厳密化のために行われた前提的実験成果である。1か ら5
におよぶ実験がこれを示す。体系的角度から見ても方法論的吟味が先行するのは必然的であ
るが、しか しこの機序は著者の行 った一連の実験の歴史的機序で もあった。そ して、それら
は、方法論的検討が乏 しか った時期の終り、1950年前後を背景 に実施 されたものであり、
それは著者が時流に流されて軽卒に理論の検討に走る前に実験手続き自体の基礎的前提を重
視す る著者の主体的立場を示す ものである。また同時に第3章 に述べ られた方法的厳密化の


















あるに対 し、電撃群は当初示 した偏向側を選択 し、位置習性の固定傾向が生ずることを捉え

















































そして、著者の多数の実験 に基づ く最大公約数的見解 として次の知見に達 した ことを示す。
「飢餓によ って動機づけられた動物に、その動因を充たす報酬に接近 して先行 し、手がかり
刺激と軽度の徐々に上昇する有害刺激が呈示された場合、有害刺激への行動適応が徐々に進
められるか、または、場の認知の分化に対応する適切強度の有害刺激が呈示される状況下に
おいては、動物はその場の手がか り刺激に対 して敏感に対応 し、学習促進効果を生ずる。そ
の場合、特定の目標反応に対 してのみ有害刺激が示され ると、有害刺激そのものも特定の目
標反応の特殊な記号 とな り、記号一意味関係の知覚に効果的に影響す る」ことである。
文48
本論文は米国における行動論的学習研究 を十分に吸収 し、その乏 しい側面である有害刺激
による学習促進効果の研究局面をとくに掘り下げ、実験手続きにおいてはとくに厳密化に貢
献す るとともに、1950年以来、自らその実験によって、その研究の流れに参加 し、その厳密




間にのみ通用しうる理解や表現にとどまるものが散見され る。また このシロネズ ミにおいて
見出され る知見が一般学習論的知見として、人の教育、臨床、犯罪などにどのようにかかわ
るか という点の示唆が貝られない。
それにもかかわらず、著者のこの欠点は実証的手続きに関 して、きわめて着実厳密であ り
自己の知見の理論化及び一般化に対 しては極めて慎重であることのむしろ結果であるともい
うことができる。行動論的角度からの本問題に関する十分な貢献か ら見て、文学博士の学位
を授与されるに十分の資格をもつものと認める。
文49
